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CROSS ROOFの家　井上久実設計室
　敷地は枚方市光善寺駅から北東の高台にあり、敷地内には老朽化し
た母屋と離れ、これまで大切に育ててこられた沢山の樹木、そして高台の
街の風景がありました。今回、御両親が離れに移るためのリフォームと、
母屋の跡地に実家に戻ってくる子世帯の新居を作る計画でした。
　高台からの眺望や敷地内や街の豊かな緑を、この家族だけでなく街
の人 と々共有すること、２世帯の距離感を再構築することをテーマとしま
した。
　建物をリビングやダイニングが収まる南北に大きなボリュームを中心と
し、その東西に寝室やユーティリティーなどの小さな4つのボリュームが付
加される平面構成としました。建物の分節化により外部空間が凸凹し、
遠近双方の距離感で街と繋がり、また、各ボリュームの屋根の勾配の向
きを互い違いとし、住宅地にふさわしいスケール感と、交差した屋根や外
壁上部のガラスを通過して街への視線が抜け、眺望を確保しました。
　リビングダイニングからは、南側の大開口と西側のポーチ越しに、豊か
な緑と眺望を楽しむ事が出来ます。離れに面した北側の個室はご両親が
気軽に訪れ易い様に、子供室や和室を配置し、開口部の位置や大きさ
を操作し、プライバシーを守りつつ、離れを含めた敷地全体での家族の
住まい方に配慮しました。
　新旧の住まいの対比と調和の中で、街と人と家族の新たな関係が育
まれる事を期待しています。

撮影：冨田英次　第 11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
1967年 奈良県奈良市生まれ／1990年大阪市立
大学生活科学部住居学科卒業／1990-1998年株
式会社大林組建築設計部勤務／1998-1999年ロ
ンドン在住／2000年1月井上久実設計室開設／
2003年～摂南大学工学部建築学科非常勤講師
大阪府建築士会「第1回、第11回建築人賞」受賞／大阪ガス第1回
住まいの環境デザインアワード特別賞受賞／第16回奈良県景観環境
デザイン賞（奈良県建築士会会長賞）／住まいの環境デザインアワード
2014（大阪ガス賞受賞）／奈良県景観環境デザイン賞2016（ランドス
ケープ部門受賞）／第21回木材活用コンクール（木材活用賞受賞）

■建物データ
設　　計：井上久実設計室
施　　工：西友建設
建築位置：大阪府枚方市
用　　途：一戸建て住宅
規模・構造：木造平屋
竣　　工：2018年4月
敷地面積：355.45㎡
　　　　　　 （母屋と敷地を分離）
建築面積：117.59㎡
延床面積：116.76㎡
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建
築
士
会
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
も
の

研
修
部
門
長　

田
鍋

稔

　

い
き
な
り
で
す
が
、
皆
様
は
建
築
士
会
に
何
を

期
待
し
て
い
ま
す
か
？
設
計
に
役
立
つ
知
見
を
求

め
て
？
ス
キ
ル
を
活
か
せ
る
仕
事
の
機
会
を
探
し

て
？
そ
れ
と
も
人
脈
づ
く
り
で
し
ょ
う
か
？

　

建
築
士
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
や
委
員
会
の

活
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
き
っ
と
自
分
に
合
っ
た

﹁
場
﹂
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
是
非
、
活
動
に

参
加
し
て
得
難
い
何
か
を
掴
ん
で
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
毎
月
こ
の
﹁
建
築
人
﹂
が
送
ら
れ
て
来

る
だ
け
で
は
、と
て
も
も
っ
た
い
な
い
状
態
で
す
。

　

研
修
部
門
に
は
、
研
鑽
の
た
め
の
講
習
会
や
見

学
会
を
企
画
・
運
営
す
る
研
修
委
員
会
と
二
級
・

木
造
委
員
会
、
技
術
者
と
し
て
の
継
続
的
な
能
力

開
発
の
た
め
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
を
運
用
す
る
制
度
推
進
委

員
会
と
が
あ
り
ま
す
。
研
修
委
員
会
は
さ
ら
に
、

設
計
・
設
備
・
法
令
、
構
造
・
施
工
、
の
分
野
に

細
分
化
し
て
、
そ
の
道
の
専
門
家
が
検
討
を
深
め

て
い
ま
す
。
集
ま
る
人
材
は
、
大
手
や
中
小
の
設

計
事
務
所
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
専
門
工
事
会
社
、
行
政
、

審
査
機
関
、
な
ど
幅
広
く
、
立
場
を
超
え
て
対
等

に
議
論
や
交
流
が
で
き
る
と
い
う
﹁
場
﹂
は
、
ま

さ
に
得
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
忙

し
さ
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
あ
と
少
し
の
時
間
を

充
て
て
建
築
士
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

建
築
士
と
し
て
、
人
と
し
て
、
随
分
と
厚
み
が
増

す
と
思
い
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
興
味
の

あ
る
方
は
本
会
事
務
局
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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大
阪
市
中
央
区
に
国
内
最
古
の
木
造
幼
稚
園
舎

が
あ
る
。
戦
火
を
乗
り
越
え
ビ
ル
群
に
囲
ま
れ
な

が
ら
も
現
役
で
こ
こ
に
在
り
続
け
る
﹁
大
阪
市
立

愛
珠
幼
稚
園
﹂
を
取
り
あ
げ
た
い
。

　

幼
稚
園
の
創
立
は
明
治
一
三
年︵
一
八
八
〇
年
︶

で
、
創
設
者
は
当
時
の
船
場
北
部
の
連
合
町
会
で

あ
る
。
当
初
、
園
舎
は
北
浜
小
学
校
内
に
建
て
ら

れ
、
そ
の
後
に
今
橋
へ
移
さ
れ
た
。
明
治
二
二
年

︵
一
八
八
九
年
︶
に
連
合
町
会
か
ら
大
阪
市
に
移
管

さ
れ
、
市
立
幼
稚
園
と
な
っ
た
。

　

現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
の
は
明
治
三
四
年︵
一

九
〇
一
年
︶
で
、
設
計
は
主
席
保
母
で
あ
っ
た
伏

見
柳
氏
ら
の
原
案
を
も
と
に
文
部
技
師
の
久
留
正

道
氏
の
指
導
に
よ
り
、
大
阪
府
の
技
手
で
あ
っ
た

中
村
松
竹
氏
が
担
当
し
た
。
高
い
塀
に
囲
ま
れ
た

園
舎
は
、
木
造
二
階
建
て
で
、
入
母
屋
大
屋
根
の

和
風
と
さ
れ
た
。
圧
巻
は
遊
戯
室
で
、
二
層
吹
抜

け
の
大
空
間
と
さ
れ
、
高
窓
か
ら
は
自
然
光
が
降

り
注
ぎ
、
通
風
に
有
効
な
開
口
部
も
適
切
に
配
さ

れ
、
子
供
達
に
と
っ
て
良
好
な
環
境
と
さ
れ
た
。

　

戦
時
中
に
は
、
建
物
疎
開
の
対
象
と
な
り
取
り

壊
し
寸
前
で
あ
っ
た
が
、
空
襲
の
た
め
に
作
業
が

遅
れ
、
そ
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
取
り
壊
し
を
ま
ぬ

が
れ
た
。木
造
園
舎
と
し
て
は
日
本
最
古
で
あ
り
、

円
庭
の
廻
旋
滑
り
台
と
共
に
、
平
成
一
九
年
︵
二

〇
〇
七
年
︶に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

平
成
二
五
年
︵
二
〇
一
三
年
︶
か
ら
耐
震
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
昨
年
に
襲
っ
た
大
阪

府
北
部
地
震
の
際
に
は
少
し
の
被
害
で
す
ん
だ
。

戦
争
を
語
る
大
人
が
少
な
く
な
っ
た
今
こ
そ
、
戦

前
の
素
晴
ら
し
い
建
物
を
活
か
し
、
語
り
継
い
で

も
ら
い
た
い
。
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INFORMATION

園界隈を巡ります。
祇園地区は数多くの伝統建築物があり八坂神
社をスタートし高台寺の中にある茶室時雨亭・
傘亭を訪れたのち悪縁を切り良縁を結ぶといわ
れている安井金毘羅宮を訪ねます。
その他、花見小路など秋の京都祇園の町をの
んびりと散策します。
ふるってご参加ください。
日時　10月10日（木）　15：00〜17：30
会場　京都 祇園界隈
定員　30名
参加費　会員1,500円　一般2,000円
懇親会　約7,000円（希望者のみ）

大阪府建築士会＋JIA近畿支部大阪地域会合同企画
追手門学院大学新キャンパス完成
見学会
10/11　CPD各2単位（予定）

JR総持寺駅から徒歩圏内に完成した追手門
学院新キャンパスの見学会を行います。設計担
当者の案内により、新キャンパスの計画コンセ
プト、設計・施工技術を学びます。
日時　10月11日（金）　13：00〜17：00
見学　①13：00〜15：00  ②15：00〜17：00

（申込時に①②どちらか希望時間を選択してく
ださい）
会場　追手門学院大学茨木総持寺キャンパス
講師　㈱三菱地所設計 須部恭浩氏
定員　最大60名（各回30名まで）
参加費　会員500円　会員外1,000円
　　　　学生500円

第63回大阪建築コンクール
受賞者講演&トークセッション
10/18　CPD2単位（予定）

大阪建築コンクールは、建築士と社会との関わ
りを通じて建築作品を評価し、そのすぐれた実
績をたたえ、建築作品の設計者である本会会員
を表彰するものです。第63回を迎えた今回、大
阪府知事賞および渡辺節賞の受賞者による
講演会を企画いたしました。
受賞作品のお話はもちろん、建築に対するそれぞ
れの思いを語っていただきます。また、審査委員と
のトークセッションやパネル等の展示も行います。
日時　10月18日（金）　19：00〜20：40
会場　大阪工業大学梅田キャンパス203
　　　大阪市北区茶屋町1-45
参加費　無料（申込不要） 

木の本質を学び森と水の恵みを考
える研修ツアー
10/19、10/20　CPD8単位

吉野林業発祥の地 川上村にて木材の川上か
ら川下までを学ぶ見学バスツアーです。380年
人工美林を体験し、200年杉伐倒見学、巨大
ダム内部見学、吉野杉の家見学など盛りだくさ
んな内容です。川上村企画サポートによる自然
を堪能するツアーです。
日時　10月19日（土）　10：00
　　　大和上市駅集合（時間厳守）

防止、早期発見・早期避難のためのシステ
ム、煙制御計画、建物用途と避難安全設
計、構造部材と耐火性、消防活動の確保

講師（予定）
田中哮義（京都大学名誉教授）、秋月有紀

（富山大学教授）、仁井大策（京都大学助
教）、吉田正友（大阪工業大学特任教授）、
小林陽一（安井建築設計事務所部長）、森
山博（関西建築防災研究所）

日時　10/18・10/25・11/1・11/8・11/15
　　　各13：30〜16：00
会場　（一財）大阪建築防災センター4階会議室
定員　20名（申込先着順）
参加費　10,000円（5回分消費税込）
問合　（一財）大阪建築防災センター
　　　Tel.06-6942-0190

講習会「鋼構造許容応力度設計
規準」（大阪開催）
10/25

「鋼構造許容応力度設計規準」をテキストに鋼
構造の許容応力度設計法について主要内容
と改定点を解説する講習会です。
主催　（一社）日本建築学会構造委員会
　　　鋼構造運営委員会
日時　10月25日（金）　10：00〜16：50
会場　大阪科学技術センター大ホール
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
参加費　本会会員14,000円（テキスト代含む）
定員　200名
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538

第3回片岡安賞（日本建築協会論
考コンクール）

日本建築協会100周年を機にスタートした論考
コンクールも3年目を迎えました。今年度も第3
回目の論考の募集をします。
主催　（一社）日本建築協会
募集テーマ　建築におけるダイバーシティとは
審査方法　全審査委員による査読の上、一次

審査を行う。一次審査により選出さ
れたものを対象とし、公開プレゼン
テーションを開催する。その後最終
審査を行い、受賞論考を決定する。

執筆要領　頁数は、会誌『建築と社会』掲載
時4頁（12,000文字程度）。

応募締切　10月31日（消印有効、電子投稿の
　　　　　場合23時50分）
提出先　（一社）日本建築協会
　　　　Tel.06-6946-6981
※詳細は、日本建築協会HPをご覧ください。

日時　11月30日（土）　10：00〜16：30
会場　奈良春日野国際フォーラム甍
参加費　3,000円（昼食、おみやげ付）

建築基準法に定める完了検査の確
実な受検について

大阪府全体の完了検査実施率は、平成10年
の建築基準法改正以降、約38%から大幅に
向上し、現在では約95%まで改善されました。
しかし、全ての建築物が完了検査を受けている
状況ではなく、完了検査の本来の性格からすれ
ば十分と言えない状況にあります。
平成30年4月に宅地建物取引業法が改正さ
れ、既存建物の取引時の重要事項説明におい
て、検査済証など建物の建築及び維持保全の
状況に関する書類の保存状況について書面を
交付して説明しなければならなくなるなど、ますま
す検査済証の重要性が高まっております。
完了検査は、建築物の安全性を確保するため
の最後の手続きです。
完了検査の重要性を改めて認識して頂き、工
事監理者又は代理者の業務を行う際には、建
築主に対して完了検査の必要性を十分に説明
し、適切に完了検査の申請を行うことを求めて
いただくようお願いします。
■完了検査の確実な受検について
　大阪府ホームページをご覧ください。
■問合

大阪府建築行政マネジメント推進協議会事
務局（大阪府住宅まちづくり部建築指導室
建築安全課）

　Tel.06-6210-9727

建築防災連続セミナー「建築火災
安全設計の考え方と基礎知識」
10/18・10/25・11/1・11/8・11/15

建築物の火災安全設計の基本的事項につい
て、「建築火災安全設計の考え方と基礎知識」

（日本建築学会2019刊行）にもとづき、防火
技術が導入される経緯となった背景を含め執
筆者メンバーが5回連続セミナーで詳しく解説し
ます。
主催　（一財）大阪建築防災センター
内容　火災安全設計の意義、火災の現象、火災

時の人間行動特性、出火防止と火災拡大

場所　奈良県川上村にて
定員　35名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員22,000円
　　　　後援団体会員24,000円
　　　　一般26,000円

世界文化遺産「百舌鳥・古市古墳群」ツアー
〜堺市・羽曳野市・藤井寺市の世界文化遺産

「百舌鳥古市古墳群」を巡る〜
10/26　CPD3単位

堺市・羽曳野市・藤井寺市に跨る大阪府唯一の
世界文化遺産「百舌鳥・古市古墳群」を、建築や
まちづくりに関わる建築士と様 な々分野の方が一
緒に巡り、交流を深めるとともに、地域の活性化
に向けた建築からのソーシャルデザインの探求に
向けて、各地域の古墳の特徴や歴史を学びます。
日時　2019年10月26日（土）
　　　8：00もしくは9：00〜17：00
　　　（バスと徒歩で移動）
集合　下記より選択
　　　8：00堺市役所本庁正面玄関
　　　9：00近鉄土師ノ里駅前
行程　応神天皇陵古墳拝所、誉田八幡宮、仁

徳天皇陵古墳VR体験・拝所、堺市役
所展望ロビー

参加費　会員3,000円　会員外4,000円
　　　　昼食代として当日別途1,400円

皆様ご一緒にお食事をして頂きます
定員　50名（申込先着順）

なんばスカイオ建築技術講習会
〜設計者と施工者が語る「なんば」の新たなラ
ンドマーク〜
11/7　CPD3単位予定

環境整備や省エネルギー、地震時の安全向上
やBCP対応、さらには複合ターミナルビルの既
存機能を活かしながらの厳しい施工条件の克
服など、「なんばスカイオ」の建設に盛り込まれ
た様々な技術を設計者と施工者に語って頂き
ます。
日時　11月7日（木）　13：30〜17：15
会場　なんばスカイオ8階
　　　コンベンションホール3
定員　70名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

第38回 近畿建築祭 奈良大会
MY　HOME　TOWN
－このまちで生きる このまちを活かす－
11/30　CPD4単位（予定）

今年度の近畿建築祭は第1部で近畿二府四
県における建築士の活動を発表する「近畿あー
きてくと」、第2部で奈良出身の映画監督である
河瀨直美氏による講演会を開催いたします。第
1部、2部を通して、グローバルな感性を持って、
地方の魅力や重要性を発信する活動や、地域
に密着した活動など、様々な立場の方より「MY 
HOME TOWN」を活かす手法について学ぶ場
とします。

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

たな発見と可能性を学びます。
日時　9月28日（土）　18：15〜20：30　
会場　松原ゆめニティプラザ3階多目的ホール
講師　武谷建具（堺市）副代表　武谷城二
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　会員1,500円　会員外2,000円
　　　　学生500円
懇親会　会費約5,000円程度（希望者のみ）

「大阪湾の津波・高潮対策を考える⑵」
安治川アーチ水門試運転見学会
10/1　CPD2単位

前回は西大阪地域の防災拠点「津波・高潮ス
テーション」を見学しましたが、今回は安治川河
口のアーチ水門の試運転を見学します。そう遠
くはない南海地震の時、大阪湾よりの津波はど
の程度に想定されているのか?食い止める事が
出来るのか?どの様に食い止めるか?を見てみま
せんか。大阪市の防潮対策を教えていただきま
しょう。
日時　10月1日（火）　受付13：15〜
　　　見学会13：30〜15：30
会場　安治川アーチ水門施設
　　　（大阪市港区弁天6丁目3-13）
定員　20名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

木造建築とまちづくり：木でつなぐ、
木をつなぐ 伝統をつなぎ、木造の
まちなみを連続させていく方策
10/5　CPD4単位（予定）

「木造建築とまちづくり」をテーマに、伝統建築
物や中大規模木造建築をいかに地域活性化
や次世代のまちづくりに活かし継承していくかを
ともに考えます。日本建築士会連合会会長 三
井所清典氏の著書「生業の生態系の保存 そ
の建築思想と実践」の出版記念を兼ねた特別
事業です。
共催　（一社）大阪府木材連合会 関西広域
　　　木造建築普及促進協議会
日時　10月5日（土）　13：30〜17：00
会場　大阪市立阿倍野市民学習センター
参加費　会員2,000円　会員外3,000円 
　　　　学生および2019年度入会会員1,000円
懇親会　5,000円程度（希望者のみ）
講演　伝統建築の保存と日本の木工技術
　　　講師　矢ケ崎善太郎
　　　　　　（大阪電気通信大学教授）

地域でつくる中大規模建築の実践と課題
（連合会 三井所会長の著書第2章タイトル）

　　　講師　三井所清典
　　　　　　（日本建築士会連合会会長）
トークセッション　まちの宝物を活かし次世代に繋ぐ
　　　　　　 上記講師+モデレーター
　　　　　　 中嶋節子（京都大学大学院教授）

京都府 祇園界隈を巡る
10/10　CPD2単位（予定）

建築士会員の皆様いかがお過ごしでしょうか?
今回は、伝統保存地区の町である京都府・祇

は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
　9/19（木） 大阪国際交流センター 200名
※10/28（月） 大阪国際会議場 200名
　11/28（木） 大阪府建築健保会館 90名
※12/17（火） 大阪府建築健保会館 90名
　1/30（木） 大阪府建築健保会館 90名
※2/25（火） 大阪YMCA会館 200名
　3/26（木） 大阪YMCA会館 200名
　3/31（火） 大阪府建築健保会館 90名
時間　9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成28年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

被災建築物の応急危険度判定（養
成）講習会
10/9、12/16、2/19　CPD各3単位

本講習会は、地震等により被災した建築物の
余震等による倒壊、部材の落下等から生じる
二次災害を防止するため、被災建築物の応急
危険度判定を行う大阪府被災建築物応急危
険度判定士を養成する講習会です。判定士の
資格をお持ちでない方はぜひ本講習会を修了
され、判定士登録をしていただきますようお願い
いたします。
日程　10/9（水）、12/16（月）、2/19（水）
時間　受付12：30〜、講習13：20〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講資格　大阪府内在住または在勤の一級

建築士、二級建築士、木造建築
士並びに建築基準適合判定資格
者及び特定建築物調査員

※本講習会は応急危険度判定士に登録され
る方を対象としています。

受講料　無料
テキスト代　税込み1,500円（特別価格）
申込・問合　一般財団法人大阪建築防災セン

ター企画耐震部
　　　　　 Tel.06-6942-0190

襖・表具屋さんの話
9/28　CPD2単位

地域委員会建築士の会南河内では和風住宅
建築について、職人シリ―ズ第6弾「襖・表具
屋さんの話」を開催します。世界に類を見ない
間仕切り襖、環境破壊のない素材でできた、古
くは伝統工芸、そのうえに絵画なども描かれまし
た。建具屋さんのお話を聞いて、木造住宅の新

最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

2019年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
9/4、11/13、1/23、2/7、3/4　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　9/4（水）、11/13（水）
　　　1/23（木）、2/7（金）、3/4（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ
　　　りお申込みください。

建設工事の安全・健康確保講習会
〜大阪府工事入札（実績申告型）の評価点追
加対象講習会〜
9/13、11/8、12/13、2/12　各日CPD3単位

本講習会では、設計、施工等の各段階におけ
る安全・健康確保の措置や、建築労働者の意
識向上を図る取組み方法について講習を行い
ます。
労働災害防止に関する対策を推進することに
より、建築労働者の安全と健康の確保を目的と
しております。ぜひご受講頂いただき、安全と健
康の確保にお役立てください。
日程　9/13（金）、11/8（金）、12/13（金）、
　　　2/12（水）
時間　13：30〜17：05
会場　大阪府建築士会会議室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円/回
　　　　後援団体会員4,000円/回
　　　　一般5,000円/回
　　　　（4回通し受講）
　　　　　建築士会員10,000円
　　　　　後援団体会員14,000円
　　　　　一般18,000円

令和元年度建築士定期講習
9/19、10/28、11/28、12/17、1/30、2/25、
3/26、3/31　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
28年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。

大阪府知事指定講習
既存木造住宅の耐震診断・改修講
習会《一般診断法》
9/4・12/4　CPD各5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①9月4日（水）　②12月4日（水）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住宅

の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
既存木造住宅の耐震診断・改修講
習会《限界耐力計算法》
1/29　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　1月29日（水）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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を普及させるための方策を検討し、消費
者や宅建業者に対するセミナーなどの実
施を通じ、インスペクションと瑕疵保険
制度普及による既存住宅流通市場活性化
と空き家の発生を抑制する取組です。
事業の推進に向け、建築士をはじめ宅建
士、弁護士、不動産鑑定士、瑕疵保険取
扱者などの専門家から構成する専門家会
議を設置し、課題整理や普及策の検討に
各専門分野のノウハウを反映させます。
事業成果は、来年 2 月に東京で開催の成
果報告会で発表し、国土交通省を通じて
全国に発信されます。

本年の一級建築士及び木造建築士学科試
験が 7 月 28 日に全国一斉に実施され、
大阪では大阪工業大学において、本会が
試験の実施運営を担当しました。
本年の受験者数は、一級建築士は全国
で 25,132 名、その内大阪では 2,034 名が
受験され、昨年に比べ全国 751 名、大
阪 62 名減少しました。木造建築士は全
国 595 名の内大阪では 67 名が受験され、
昨年に比べ全国では 51 名の増加、大阪
では 11 名減少しました。
また、設計製図試験は、10 月 13 日に近
畿大学において、一級建築士が「美術館
の分館」、木造建築士が「専用住宅（木
造 2 階建て）」の課題で実施します。

本会は大阪府等から景観法に基づく景観
整備機構に指定されており、その活動の
一環として本会まちづくり委員会では、
景観まちづくりの専門家を養成する講座
の開設を計画しております。
講座では、景観の有識者や行政担当者等
を講師に招き、景観まちづくりの手法や
制度を学ぶのに加えて、積極的に古地図
アプリを活用するなど景観資源を活かし
てまちのブランド力を向上させる技術を
習得するプログラムとなっており、本年
度内に開講する予定です。

国土交通省の「令和元年度空き家対策の
担い手強化 ･ 連携モデル事業」に、本会
が応募者となり大阪府及び大阪の住まい
活性化フォーラムと共同で「空き家等既
存住宅流通市場活性化に資するインスペ
クション等普及啓発事業」を応募してお
りましたが、7 月 30 日付けで補助金上
限額 3,474 千円が採択されました。
ちなみに今年度は全国から 111 件の事業
応募があり 60 件が採択されました。
国土交通省は中古住宅売買時における既
存住宅状況調査（インスペクション）の
普及を図るため、昨年 4 月に宅建業法を
改正しましたが、日本では築年数で住宅
の価値を判断する慣習などがあり普及は
限定的となっています。
本事業では、宅建業者及び消費者にアン
ケート調査を行い、インスペクションと
瑕疵保険制度の現状と課題点等を分析し
ます。そしてその分析結果から、両制度

7/ 26 松原市都市整備部長面談
  日本建築材料協会との交流会
7/ 29 近畿建築士会協議会
7/ 31 吹田市長面談
8/ 1 大阪狭山市副市長面談
8/ 5 河内長野市都市づくり部長面談
8/ 6 大阪府収用委員会

  大阪観光協会理事長面談
8/ 16 正副会長等意見交換会
8/ 19 高石市副市長面談

  忠岡町長面談
8/ 21 富田林市長面談
8/ 22 千早赤阪村長面談

  河南町長面談
  太子町長面談

動静レポート

（右）
後藤圭二
吹田市長

（右）
松本昌親
千早赤阪村長

（右）
武田勝玄
河南町長

（右）
浅野克己
太子町長

（右）
堀井善久
大阪狭山市
副市長

（右）
和田吉衛
忠岡町長

右から横関委員夫妻、吉村善美富田林市長
岡本会長、田中副会長、杉原専務理事

会長動静

国交省空き家モデル補助事業に採択

社会貢献部門 

令和元年の一級建築士及び木造建築士
学科試験を実施

運営部門

景観まちづくりの専門家を養成する講
座を計画中

社会貢献部門
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続いて、鉄骨建方がほぼ完了した段階で
の施工中の建物を見学させて頂き、講義
で解説頂いた施策が具現化されている状
況を確認することができました。
設計・施工両面において、活発な質疑応
答もあり、参加された皆様には非常に有
意義な機会になったのではないかと感じ
ております。

私たち建築士の会「堺・高石」では、「カ
フェ」と「我がまち再認識」の 2つを柱
に企画をすすめています。「カフェ」企
画はメンバーの日々の仕事や活動を気軽
な雰囲気で伺います。「我がまち再認識」
は、見落とされている地域の魅力を探す
企画です。
今回は 2つの企画を一度に実施した贅沢
な企画となりました。「カフェ」では「堺・
高石」のメンバーである北井秀夫氏と西
上孔雄氏から、地元「泉北ニュータウン」
での活動について伺いました。北井氏は
建築士と宅建士の資格をもち、2つの視
点から泉北ニュータウンの歴史と現状、
課題、そして地価を含む不動産について、
西上氏には「カフェ」の会場となった近
隣センターや空き家の再生事例と公営住
宅のリノベーション事例を、見学会と合

近年、地方都市中心市街地の再活性化の
ために、まちなかにスタジアムを建設し、
スタジアムを核として街に賑わいを創出
する「まちなかスタジアム」施策が注目
されています。
京都スタジアムは、府北中部へのゲート
ウェイとして、府全体の発展の拠点とし
て計画された「まちなかスタジアム」で
あり、JR 亀岡駅前北側（徒歩 3 分）の
敷地にて建設中の京都サンガ（現在 J2）
のホームスタジアムとなります。サッ
カー・ラグビー・アメフトの競技利用、
文化イベント利用の他、商業エリアや屋
内クライミングウォールが併設された多
目的施設となります。2020 年春の Jリー
グ開幕に向けて、急ピッチで工事が進め
られています。

Topics

わせてご説明頂きました。泉北ニュータ
ウンは半世紀が経過し、高齢化と空き家
の増加が顕著に表れています。

「槙塚台レストラン」は空き店舗の並ぶ
近隣センターの一角を改修し、地域の住
民による高齢者の方への宅食サービスを
行う施設です。空き家活用では高齢の障
がい者グループホームに用途変更を行な
い、すまいだけでなく働く場も提供して
います。公営住宅のリノベーションでは、
高齢者にサービスを提供する賃貸住宅へ
の活用をご紹介いただきました。これら
の事例は、地域住民と産・官・学が協力
し持続できる仕組みづくりまで踏み込ん
だ先進的な取り組みといえます。
午後からは大阪府住宅供給公社の上甲氏
から、2つの住戸を 1つの住戸に改修し
た事例をご案内いただきました。市場

今回の講習では、本建物の設計担当者・
施工担当者から設計・施工上の工夫につ
いて解説して頂き、京都スタジアムの全
貌をわかりやすく紹介頂きました。
最初に、全体計画及び構造計画につい
て、株式会社東畑建築事務所の上羽設計
室長・山本主任技師より講演頂き、臨場
感あふれる観戦環境を実現し、周辺環境
への影響を最小化するための仕組みを解
説頂きました。
次に、施工計画について、株式会社竹中
工務店の中原所長より講演頂き、昨今の
躯体労働職不足問題に対する省力化・工
期短縮・安全性向上のための施工上の施
策として、躯体プレキャスト化や屋根鉄
骨のユニット化施工などについて解説頂
きました。

には少ない 80㎡台賃貸住宅に改修され、
緑にあふれる環境と保育園が隣接する立
地性は、共働きの子育て世代に魅力的な
住まいとして支持されています。
台風一過の炎天下でしたが、建築士に加
え地元で建築を学ぶ学生や一般市民も参
加いただき充実した一日となりました。

右：「泉北ニュータウンの不動産」講師の北井氏
左：「空き家の福祉転用」講師の西上氏

京都スタジアム完成予想図

建築士の会「堺・高石」我がまち再認識＆カフェ　〜泉北ニュータウンとその周辺の変化〜
日時：令和元年 7 月 28 日（日）9：45 〜 16：30　　会場：槇塚台レストラン、泉北ニュータウンとその周辺　　参加者：17 名

桑原宏明（地域委員会「堺・高石」委員）

京都スタジアム建築技術講習会
日程：令和元年 7 月 30 日（火）　　会場：京都スタジアム　　参加者：49 名

田中秀人（研修委員会委員）
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Gallery 建築作品紹介 西宮 N 設計：井上久実設計室
施工：ヒロタ建設

アパレルの世界は、目まぐるしいスピード感の中で、時代を先読みするセンスや予測力、分析力が求め
られます。その中でクライアントの服創りの姿勢は全く異なる空気が流れていました。そこには、質の
高い服を提供する為には、じっくりと時間をかけ、しっかりと自分らしさを大切にする姿勢がありました。
店舗＋共同住宅の計画で、1 階を店舗、2・3 階を共同住宅とし、将来の可変性を考慮し、
全てワンルームのスケルトンとしました。無柱の空間を実現するために、外壁、スラブ
は 500㎜の厚みとし、その厚みから生まれる奥行きの深い開口部を連続させる事で、室内
に静けさを与えつつ、外部の緑の風景がひっそりと室内に入り込んで来る雰囲気が生ま
れています。このシンプルな箱型の建築は、ディテールに至るまでシンプルさを追求し、
クライアントの創造性に呼応するかのごとく静かな表情を作っています。

所 在 地：兵庫県西宮市
用　　途：共同住宅
　　　　　（店舗付き）
竣　　工：2019.06
構造規模：RC 造
　　　　　地上 3 階
敷地面積：339.02㎡
建築面積：198.93㎡
延床面積：441.7㎡
写　　真：冨田英次
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Gallery 建築作品紹介 吉野ちとせ保育園 設計：田中都市建築事務所
施工：南部建設

敷地は北側の国道 2 号線から幅員 4m のアプローチが 60m ほどつづき
南側の主たる敷地につながれた旗竿状の敷地形態である。計画にあたり、
幅員 4m のアプローチ部分を「露地（ロージ）」として南側園庭まで通し、
その途中に建物への入り口を設けるといういわば京都によくある「辻子

（ずし）」を模した形状とした。内部空間は 1 階は 0 〜 2 歳児、2 階は 3
〜 5 歳児室と遊戯室を設けた。園庭にはハナモモ、ヒガンサクラ、ドウ
ダンツツジなどを植栽し、園庭に接道する南側の道を通る近隣住民にも
花や紅葉を楽しんでもらえる配慮をし、少しでも地域社会に親近感を抱
いてもらえる保育所を目指した。　　　　　　　　　　　　（田中義久）

建 築 主：社会福祉法人
　　　　　ちとせ交友会
所 在 地：大阪市福島区
用　　途：保育所
竣　　工：2019.03
構造規模：鉄骨造 2 階建
敷地面積：782.29㎡
建築面積：360.14㎡
延床面積：728.42㎡
写　　真：笹の倉舎
　　　　　笹倉洋平
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Gallery 建築作品紹介 風棲家 設計：T-Square Design Associates
施工：いなせ建設

計画地は 3 方が道路に面しており、自ずと周辺環境との関わり方を考え
させられる。そこで、敷地外周部を緑地帯とし、誰もが楽しめる緑地道
へと変え、街の魅力を向上させた。建築と一体的に計画することで、建
築と街との密接な関係性を作っている。そして、これを可能にしている
のが、緑地帯と室内を曖昧に繋ぐ中間領域である。この中間領域は 2 重
の建具により仕切られ、それらを開け閉めすることで自然環境をコント
ロールし、エアコンのない生活を実現させている。

所 在 地：兵庫県芦屋市
用　　途：一戸建て住宅
竣　　工：2019.04
構造規模：鉄筋コンクリート
　　　　　造 一部 鉄骨造
敷地面積：153.63㎡
延床面積：61.24㎡
建築面積：113.96㎡
写　　真：小川重雄
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

一
九
六
一
年
に
竣
工
し
た
大
原
美
術
館
分
館
は
、

浦
辺
鎮
太
郎
が
大
原
総
一
郎
と
共
に
長
く
計
画
を

温
め
て
作
り
上
げ
た
倉
敷
に
お
け
る
記
念
す
べ
き

第
一
歩
と
呼
べ
る
建
築
だ
。
増
築
と
改
修
が
繰
り

返
し
施
さ
れ
な
が
ら
も
、
今
も
竣
工
当
時
の
面
影

を
残
し
、
独
特
の
存
在
感
を
放
ち
な
が
ら
大
切
に

使
わ
れ
て
い
る
。
一
九
三
四
年
の
入
社
か
ら
戦
争

を
挟
ん
で
二
十
七
年
間
、
大
原
の
下
で
営
繕
技
師

を
務
め
て
き
た
浦
辺
が
、
翌
年
の
一
九
六
二
年
に

建
築
家
と
し
て
独
立
す
る
契
機
に
な
っ
た
自
信
作

で
も
あ
っ
た
。
竣
工
後
、
浦
辺
は
設
計
の
経
緯
を

振
り
返
っ
て
、次
の
よ
う
な
回
想
を
残
し
て
い
る
。

　
﹁
昭
和
二
九
年
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
教
授
が
倉
敷
を

訪
れ
た
。そ
の
頃
新
渓
園
の
こ
の
敷
地
に
は
、ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
の
計
画
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て

翌
年
か
ら
美
術
館
計
画
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
も
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
、
何
回
か
の
プ
ロ

ポ
ー
ズ
案
を
や
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
試
案

は
、
ど
れ
も
大
原
総
一
郎
氏
の
意
を
動
か
せ
る
と

こ
ろ
ま
で
行
か
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
う
や
っ

て
い
る
間
に
客
観
状
勢
も
好
転
し
、
は
っ
き
り
し

な
か
っ
た
内
容
も
分
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
日
本

の
洋
画
家
達
の
代
表
的
作
品
の
た
め
の
部
分
と
エ

ジ
プ
ト
・
ペ
ル
シ
ャ
の
古
美
術
品
の
た
め
の
部
分

と
を
作
り
、
独
立
会
計
で
運
営
す
る
と
い
う
方
針

と
な
っ
た
。
さ
て
、設
計
は
﹃
こ
れ
で
行
こ
う
！
﹄

と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
の
は
昭
和
三
四
年

初
め
で
、
こ
の
時
す
で
に
第
八
回
目
の
試
案
と

な
っ
て
い
た
。﹂︵
浦
辺
鎮
太
郎
﹁
古
い
倉
敷
の
新

し
い
城
壁
﹂﹃
建
築
文
化
﹄
一
九
六
一
年
六
月
号
︶

　

現
在
の
浦
辺
設
計
に
は
、
こ
う
浦
辺
が
記
し
た

と
お
り
、
一
九
五
七
年
一
月
か
ら
五
九
年
に
か
け

て
描
か
れ
た
合
計
八
案
に
な
る
検
討
案
の
設
計
図

が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
見
る
と
、

元
は
大
原
家
別
邸
の
和
風
庭
園
で
あ
っ
た
新
渓
園

に
総
一
郎
の
父
・
孫
三
郎
の
銅
像
と
記
念
館
を
建

て
る
計
画
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

続
く
第
二
案
か
ら
は
、美
術
館
の
計
画
に
発
展
し
、

試
行
錯
誤
の
果
て
に
考
案
さ
れ
た
の
が
、
一
九
五

九
年
初
め
に
作
成
さ
れ
た
第
八
案
で
あ
る
。
よ
う

や
く
大
原
の
理
解
を
取
り
付
け
た
の
だ
ろ
う
。
敷

地
は
新
渓
園
の
南
半
分
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
敷
地
の
南
側
道
路
の
境
界
線
を
そ
の
ま

ま
外
壁
と
す
る
長
大
な
平
面
が
生
み
出
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
案
は
、﹁
東
西
の
幅
が
七
〇
ｍ

も
あ
る
こ
の
小
美
術
館
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
は
あ
っ

て
も
本
館
︵
大
原
美
術
館
︶
と
位
置
も
離
れ
て
お

り
設
計
も
あ
ま
り
に
変
っ
て
い
た
か
ら
、
管
理
者

側
の
強
い
反
対
に
出
会
っ
た
﹂
と
い
う
。
し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
、
続
く
文
章
で
浦
辺
は
、
管
理
者
側

の
﹁
真
意
﹂
が
、﹁
こ
の
設
計
は
美
術
館
以
外
の

も
の
に
奉
仕
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

点
に
存
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
記
し
つ
つ
、

次
の
よ
う
な
設
計
意
図
を
書
き
留
め
た
の
で
あ
る
。

　
﹁
こ
の
別
館
は
保
存
地
区
と
し
て
の
元
倉
敷
と

今
後
開
発
さ
る
べ
き
新
倉
敷
︵
市
庁
舎
を
先
頭
に

後
に
水
島
工
業
地
区
を
も
つ
︶
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ン
に
あ
る
。
私
と
し
て
は
、
こ
の
線
を
も
っ
て
保

存
地
区
を
守
る
城
壁
に
し
た
い
と
い
う
発
想
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
古
い
町
家
の
高
さ
を
考
慮
し

た
ス
ケ
ー
ル
と
白
黒
の
色
調
を
採
用
し
た
が
、
幅

の
方
は
当
然
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
取
っ
た
。
そ
し
て

新
渓
園
を
ふ
と
こ
ろ
に
抱
い
た
形
と
し
て
こ
こ
を

休
息
小
広
場
化
し
た
い
考
え
で
あ
っ
た
。﹂

　

文
中
の
﹁
市
庁
舎
﹂
と
は
、
丹
下
健
三
の
設
計

し
た
倉
敷
市
庁
舎
︵
一
九
六
〇
年
、
現
・
倉
敷
市

立
美
術
館
︶
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
倉
敷
の
近
代
化

と
都
市
化
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
が
、
浦
辺
は
、
む

し
ろ
古
い
街
並
み
が
残
る
元
倉
敷
の
保
存
地
区
を

守
る
﹁
城
壁
﹂
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
こ
の
美

術
館
の
造
形
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
浦
辺
に
は
、
こ
の
分
館
に
、
長
く
親
し

ん
で
き
た
木
造
の
街
並
み
と
調
和
す
る
よ
う
な
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
手
仕
事
の
ク
ラ
フ
ト

的
な
要
素
を
盛
り
込
み
た
い
と
い
う
意
識
が
働
い

て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て

急
速
に
建
築
が
工
業
化
さ
れ
て
い
く
時
代
に
対
す

る
次
の
よ
う
な
危
機
感
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
﹁
今
の
近
代
的
な
施
工
法
と
い
う
の
は
、こ
り
ゃ

も
っ
と
ほ
っ
と
い
て
も
経
済
的
な
理
由
が
あ
っ
て

だ
ん
だ
ん
進
歩
す
る
、
退
歩
す
る
こ
と
は
有
り
得

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ク
ラ
フ
ト
の
方
は
こ
れ
は

保
存
し
て
行
か
な
く
て
は
全
滅
寸
前
に
あ
る
。
全

滅
し
て
し
ま
う
と
ク
ラ
フ
ト
が
な
く
な
っ
た
の

は
人
類
の
宝
を
失
な
う
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
と

い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
り
が
ち
だ
と
思
い
ま
す
。﹂

︵﹁
鼎
談
・
村
野
藤
吾
の
設
計
態
度
﹂﹃
近
代
建
築
﹄

一
九
六
四
年
一
月
号
︶

　

そ
し
て
、
同
じ
年
に
同
じ
施
工
者
で
あ
る
藤
木

工
務
店
の
職
人
た
ち
の
手
で
竣
工
し
た
大
阪
の
福

祉
施
設
・
愛
染
園
に
触
れ
た
文
章
で
も
、
次
の
よ

う
に
記
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　
﹁
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
打
放
し
仕
上
げ

は
、︵
中
略
︶
今
後
は
漸
次
そ
の
経
済
的
根
拠
を

失
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
型
枠

大
工
の
名
人
芸
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
反

面
、
そ
の
手
間
は
上
昇
の
一
路
を
た
ど
る
。︵
中

略
︶
現
時
点
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
日
本
の
木

造
と
同
様
に
貴
重
な
特
産
物
で
あ
る
と
い
う
認
識

は
、い
よ
い
よ
実
感
を
も
っ
て
迫
っ
て
く
る
。︵
中

略
︶一
九
六
一
年
の
急
速
な
工
業
化
の
真
只
中
に
、

な
お
日
本
に
は
か
か
る
ク
ラ
フ
ト
が
存
在
し
て
い

る
。﹂︵
浦
辺
鎮
太
郎
﹁
石
井
記
念
館
愛
染
園
の
一

建
築
﹂﹃
新
建
築
﹄
一
九
六
一
年
十
一
月
号
︶

　

大
原
美
術
館
分
館
は
、
戦
前
か
ら
民
芸
︵
民
衆

的
工
芸
︶
運
動
に
携
わ
っ
た
浦
辺
が
建
築
に
込
め

た
記
念
碑
的
な
ク
ラ
フ
ト
建
築
な
の
だ
と
思
う
。

竣工当時の面影の残る玄関ホール

南側道路から見た外観

大原美術館分館　1961 年
街並みと手仕事を守る「城壁」

記憶の建築
松隈　洋
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あかつき特別養護老人ホーム別館の外観

■
レ
ン
ガ
の
魅
力

　
レ
ン
ガ
の
起
源
は
、
古
代
四
大
文
明
と
と
も
に

あ
り
、
建
築
材
料
と
し
て
最
古
の
歴
史
を
持
っ
て

い
る
。
レ
ン
ガ
は
土
と
い
う
世
界
中
の
ど
こ
で
も
手

に
入
る
材
料
か
ら
産
み
出
さ
れ
る
。
レ
ン
ガ
を
製

作
し
そ
れ
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、
壮
大
な
建
築

ま
で
を
も
人
の
手
の
み
で
造
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
構
造
材
、
仕
上
げ
材
の
双
方
で
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
両
方
の
役
割
を
同
時
に

担
う
こ
と
も
で
き
る
素
材
で
あ
る
。
レ
ン
ガ
は
床
、

柱
、
壁
、
屋
根
と
い
う
建
築
空
間
の
ほ
と
ん
ど
の

部
分
を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
内
外

空
間
、
果
て
は
一
つ
の
街
ま
で
も
単
一
の
素
材
の

み
で
形
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。
し
か
し
そ

の
一
方
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
レ
ン
ガ
は
、
土
と
火

と
人
の
手
が
作
り
出
す
も
の
な
の
で
、
一
つ
と
し

て
同
じ
も
の
は
生
産
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
を

■
伊
賀
の
ア
ト
リ
エ

　

三
重
県
伊
賀
市
西
山
。
三
重
、
京
都
、
滋
賀
、

奈
良
の
四
つ
の
府
県
が
接
し
て
い
る
。
街
道
か

ら
山
道
を
車
で
少
し
登
る
。
そ
こ
に
、
都
窯
業

の
窯
と
ア
ト
リ
エ
﹁
伊
州
窯
、
伊
州
観
白
楼
﹂

を
訪
れ
、
創
業
か
ら
現
在
ま
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
都
窯
業
の
仕
事
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
機

会
を
頂
い
た
。

　

台
風
が
通
過
す
る
日
に
当
た
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
の
ル
ー
ト
が
逸
れ
て
く
れ
た
お
か
げ
で

さ
ほ
ど
激
し
い
風
雨
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
小

高
い
斜
面
に
建
つ
ア
ト
リ
エ
か
ら
、
台
風
が
残

し
た
静
か
な
雨
と
霧
に
霞
む
伊
賀
の
盆
地
を
眺

め
な
が
ら
の
格
別
な
取
材
と
な
っ
た
。

　

伊
州
窯
と
名
付
け
ら
れ
た
穴
窯
は
、﹁
焚
口
が

原
則
一
か
所
で
、
焚
口
か
ら
煙
突
と
ひ
と
つ
つ

な
が
り
で
、
燃
焼
室
と
作
品
の
焼
成
室
の
区
別

が
な
い
最
も
古
い
形
式
の
窯
*¹﹂
と
の
こ
と
で
、

﹁
余
熱
で
温
度
が
上
が
る
登
窯
よ
り
焚
く
の
は
難

し
い
*¹﹂
た
め
、﹁
十
数
年
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
や
っ
と
数
年
前
に
一
、三
六
〇
度
ま
で
温

度
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
*¹﹂
と
い
う
。

　

隣
接
す
る
工
房
と
ア
ト
リ
エ
は
、
木
と
レ
ン

ガ
で
造
ら
れ
た
素
朴
で
静
か
な
空
気
感
に
満
た

さ
れ
て
い
た
。
お
話
を
伺
っ
た
代
表
取
締
役
河

原
輝
雄
さ
ん
の
思
索
と
充
電
の
場
と
し
て
、
都

窯
業
の
運
営
を
静
か
に
支
え
て
き
た
で
あ
ろ
う

と
拝
察
し
た
。

　

都
窯
業
は
、
河
原
さ
ん
が
一
九
八
二
年
に
創

業
さ
れ
て
以
来
、
レ
ン
ガ
の
製
作
、
施
工
を
通

じ
て
主
に
関
西
を
拠
点
に
活
動
す
る
建
築
家
達

と
と
も
に
、
数
々
の
名
建
築
を
生
み
出
し
て
い
る
。

伊賀の盆地を望む斜面に佇む伊州観白楼

レ
ン
ガ
が
積
み
上
げ
る
も
の

文　

河
合
哲
夫

匠
の
巧  

■  

都
窯
業
株
式
会
社
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試作サンプルと河原さん

積
み
上
げ
る
の
も
手
仕
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無

限
の
不
均
一
さ
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
レ
ン
ガ

が
生
み
出
す
空
間
は
、
単
一
素
材
の
み
で
構
成
さ

れ
た
、
語
り
過
ぎ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
れ
で
い
て

表
情
豊
か
で
飽
き
さ
せ
な
い
魅
力
を
放
つ
の
だ
。

　

河
原
さ
ん
が﹁
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
仕
事
﹂

に
あ
げ
て
く
れ
た
﹁
あ
か
つ
き
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
別
館
﹂︵
石
井
修
／
美
建・設
計
事
務
所
︶

を
大
阪
府
箕
面
市
に
訪
ね
た
。
住
宅
街
か
ら
山

手
に
数
分
歩
く
だ
け
で
、
深
い
山
中
の
急
勾
配

の
道
に
な
る
。
そ
こ
を
一
〇
分
ほ
ど
進
む
と
緑

の
隙
間
か
ら
赤
い
レ
ン
ガ
の
雁
行
し
た
建
物
が
現

れ
た
。
こ
こ
で
は
、
台
湾
で
焼
か
れ
た
レ
ン
ガ
が
外

装
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
レ
ン
ガ
は
、
職
人
が

ひ
と
つ
ひ
と
つ
ピ
ア
ノ
線
で
切
断
し
た
、
荒
々
し
い

表
面
で
仕
上
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
全
体
と
し
て

は
、
周
辺
の
緑
の
中
に
優
し
く
映
え
る
美
し
さ
を

醸
し
て
い
た
。
完
成
後
三
二
年
を
経
た
年
月
が
、

不
揃
い
感
が
生
む
素
材
の
魅
力
を
ま
す
ま
す
強

調
し
、
こ
の
場
所
の
価
値
を
高
め
て
い
た
。
石
井

修
が
当
時
、
河
原
さ
ん
に
よ
っ
て
﹁
た
ま
た
ま
事

務
所
に
届
け
ら
れ
た
*²﹂
台
湾
産
レ
ン
ガ
を
見
て
、

﹁
粗
面
で
手
作
り
の
味
わ
い
が
、
私
の
イ
メ
ー
ジ

と
一
致
し
た
*²﹂
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
レ

ン
ガ
は
、
吸
水
率
が
高
く
冬
期
の
施
工
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
施
工
段
階
に
な
っ
て
、
採
用
を
見
送
り

磁
器
質
タ
イ
ル
へ
変
更
す
る
こ
と
を
施
工
会
社
か

ら
強
く
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
。し
か
し
石
井
修
は
、

日
本
の
レ
ン
ガ
は
、﹁
燃
料
は
重
油
を
使
い
、
石

炭
で
焼
成
さ
れ
て
い
る
工
場
は
な
い
*²﹂、﹁
合
理

化
さ
れ
工
業
製
品
に
近
く
な
っ
た
*²﹂
こ
と
に
よ

る
﹁
均
質
な
綺
麗
さ
に
飽
き
足
ら
な
か
っ
た
*²﹂

と
い
う
。
施
工
者
の
話
を
慎
重
に
聞
き
取
り
な

が
ら
も
、
そ
の
変
更
を
受
け
入
れ
は
し
な
か
っ

た
。
こ
の
場
所
に
建
つ
こ
の
建
築
に
お
い
て
、
台

湾
レ
ン
ガ
の
果
た
す
役
割
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

少
な
い
言
葉
で
関
係
者
に
説
い
た
と
い
う
。
こ
の

建
築
家
の
判
断
に
、
河
原
さ
ん
は
深
く
感
銘
を

受
け
、
そ
の
後
の
仕
事
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ら
れ
た
と
語
る
。
強
度
や
吸
水
率
に
代
表
さ
れ

る
科
学
的
性
能
を
理
解
し
た
上
で
、
そ
の
素
材

が
人
の
感
覚
に
与
え
る
感
性
的
性
能
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
場
所
の
環
境
を

正
し
く
読
み
取
り
、
自
身
の
経
験
、
感
性
を
総

動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
築
家
が
そ
の
と
き

下
し
た
判
断
。
そ
れ
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
、
現
地
を
訪
れ
て
確
認
で
き
た
。
専
門
的

知
識
か
ら
出
さ
れ
る
意
見
に
対
し
て
謙
虚
で
あ

り
な
が
ら
も
、
貫
く
べ
き
自
ら
の
信
念
を
大
切

に
し
て
、
総
合
的
な
判
断
を
誤
ら
な
い
。
そ
う

し
た
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
が
、
都
窯
業
の
現
在

の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

■
都
窯
業
が
積
み
上
げ
る
も
の

　

大
阪
市
西
天
満
に
あ
る
都
窯
業
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
は
、
今
ま
で
採
用
さ
れ
て
き
た
も
の
か
ら

計
画
中
、
工
事
中
の
も
の
ま
で
、
レ
ン
ガ
や
レ

ン
ガ
タ
イ
ル
が
所
狭
し
と
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

比
較
的
よ
く
知
っ
て
い
る
レ
ン
ガ
や
タ
イ
ル
も

あ
る
が
、
中
に
は
私
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

て
く
れ
る
、
新
し
い
形
や
面
状
に
仕
上
げ
ら
れ

た
も
の
も
多
く
あ
る
。
中
で
も
現
在
東
京
で
施

工
中
と
い
う
大
判
の
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
が
目
を
引

い
た
。
そ
れ
は
、
十
二
種
類
の
異
な
る
サ
イ
ズ

と
四
種
類
の
厚
み
を
組
み
合
わ
せ
た
乾
式
工
法

の
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
で
、
凹
凸
の
あ
る
ラ
ン
ダ
ム

な
表
情
が
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
外
装
を

予
感
さ
せ
た
。

　

こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
、
日
々
設
計
者
が

入
れ
替
わ
り
訪
れ
る
。
そ
し
て
、
河
原
さ
ん
や
都

窯
業
の
ス
タ
ッ
フ
と
、
そ
れ
ら
の
サ
ン
プ
ル
類
を

手
に
取
り
な
が
ら
建
築
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
れ
を

具
現
化
す
る
ア
イ
デ
ア
を
交
わ
し
合
い
、
そ
れ

に
相
応
し
い
内
外
装
を
生
み
出
し
て
い
く
の
で

あ
る
。
設
計
者
が
イ
メ
ー
ジ
を
都
窯
業
に
説
明

し
、
そ
こ
か
ら
素
材
を
考
案
す
る
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
。
都
窯
業
か
ら
設
計
者
へ
提
案
す
る
素

材
が
、
か
た
ち
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
空
間
イ

メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
た
り
、
さ
ら
に
は
空
間
全
体

の
ア
イ
デ
ア
を
創
出
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
む

し
ろ
後
者
の
方
を
期
待
し
て
こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
訪
れ
る
設
計
者
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

河
原
さ
ん
は
、こ
の
レ
ン
ガ
が
敷
き
詰
め
ら
れ

た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
大
き
な
打
ち
合
わ
せ
テ
ー

ブ
ル
で
、
い
つ
も
設
計
者
に
謙
虚
に
接
し
て
く

れ
る
。
設
計
者
が
語
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
求
め

ら
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
や
目
的
、
そ
こ
へ
の
想
い

を
、
静
か
な
眼
差
し
を
浮
か
べ
な
が
ら
聞
き
取

る
と
、シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
奥
か
ら
レ
ン
ガ
の
サ
ン

プ
ル
を
持
ち
出
し
て
き
て
く
れ
る
。
そ
れ
ら
を

手
に
取
り
な
が
ら
対
話
を
し
て
い
く
と
、
ま
た

異
な
る
発
想
が
浮
か
ん
で
く
る
。
す
る
と
ま
た

違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
サ
ン
プ
ル
を
出
し
て
く
れ

る
。
気
付
く
と
テ
ー
ブ
ル
の
上
は
、
レ
ン
ガ
の

サ
ン
プ
ル
や
参
考
の
図
書
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

そ
う
し
て
打
ち
合
わ
せ
が
進
ん
で
い
く
の
だ
。

大阪市西天満にある都窯業ショールーム

〒530-0047 大阪市北区西天満2丁目8番地1号
　　　　　　大江ビル

TEL：06-6367-0389　FAX：06-6367-5567

工房：三重県伊賀市西山 伊州窯 伊州觀白樓

URL：http://www.miyakoyogyo.com
E-mail：info@miyakoyogyo.com

　

河
原
さ
ん
に
よ
る
設
計
者
に
対
す
る
誠
実
な

対
応
。
し
か
し
、
そ
の
根
底
に
は
い
つ
も
﹁
あ

か
つ
き
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
別
館
﹂
の
現
場

で
石
井
修
に
学
ん
だ
、
も
の
づ
く
り
へ
の
姿
勢

を
持
ち
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

河
原
さ
ん
が
設
計
者
に
提
案
し
て
く
れ
る
の

は
、
レ
ン
ガ
と
い
う
外
装
材
だ
け
で
は
な
い
。

設
計
者
が
空
間
作
り
に
お
い
て
持
つ
べ
き
高
い

視
点
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
遺

伝
子
が
、
仕
事
を
通
じ
て
、
都
窯
業
の
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
な
く
、
協
業
し
た
人
達
に
伝
搬
し
て

い
る
こ
と
を
、
都
窯
業
の
携
わ
っ
た
作
品
に
通

底
す
る
質
が
示
し
て
い
る
。
設
計
者
達
は
、
自

ら
そ
の
遺
伝
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る

こ
と
を
求
め
て
、
都
窯
業
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に

足
を
運
ぶ
に
違
い
な
い
。

＊1 

建
築
と
社
会2017.2

「
遥
か
伊
賀
上
野
城
を
望
む
窯
／
河
原

輝
雄
」
日
本
建
築
協
会

＊2 

新
建
築1987.9

「
あ
か
つ
き
養
護
老
人
ホ
ー
ム
／
石
井
修
」

新
建
築
社
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人代表　北　聖志
　　　　編集人　　　梅田武宏　　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

四
十
一

　
　

ト
ラ
ブ
ル
以
外
の
現
地
相
談

　

文　

橋
本
頼
幸

　

昨
年
の
現
地
相
談
は
地
震
や
台
風
の
被
害
が
大
き

く
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
屋
根
瓦
の
調
査
の
依
頼

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、日
常
の
現
地
相
談
で
は
、

施
工
者
や
設
計
者・近
隣
と
も
め
て
い
る
と
い
う
相
談

が
中
心
で
す
が
、そ
れ
以
外
の
相
談
依
頼
が
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
以
外
の
相

談
と
し
て
、建
物
活
用
方
法
や
法
適
合
性
の
相
談
、

防
水
に
問
題
が
な
い
か
の
相
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

建
物
活
用
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

大
正
時
代
か
ら
の
古
い
長
屋
を
所
有
し
て
、店
舗

と
し
て
貸
し
て
い
る
が
、一
軒
分
が
空
き
家
に
な
っ
た
。

そ
の
一
軒
が
大
変
老
朽
化
し
て
い
る
。こ
の
建
物
は
接

道
さ
れ
て
お
ら
ず
取
り
壊
す
と
再
築
で
き
な
い
の
で
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
ら
い
い
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ほ

し
い
、と
い
う
相
談
で
す
。

　

現
地
相
談
の
結
果
、老
朽
化
し
て
い
る
一
軒
は
床

が
抜
け
落
ち
そ
う
な
ほ
ど
の
状
態
で
あ
る
が
、柱
な

ど
を
補
強
す
れ
ば
町
家
と
し
て
再
生
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
、と
判
断
で
き
る
。長
屋
再
生
を
し
て
店
舗

と
し
て
貸
す
方
法
も
一
つ
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。一
方
で
、将
来
子
ど
も
に
相
続
す
る
に
あ
た
り
、

接
道
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
相
談
者
の
希
望

も
あ
っ
た
よ
う
で
道
路
に
挟
ま
れ
た
土
地
を
取
得
す

る
こ
と
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
置
に
際
し
て

　

数
年
前
に
木
造
三
階
建
て
の
建
て
売
り
を
購
入

し
た
。購
入
後
の
排
水
管
の
ト
ラ
ブ
ル
で
漏
水
が
発

生
し
た
が
、そ
の
と
き
に
解
決
し
て
い
る
。今
回
太
陽

光
発
電
を
設
置
す
る
に
際
し
て
、小
屋
裏
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、野
地
板
に
大
量
の
カ
ビ
の
よ
う
な
も
の
を

発
見
し
た
。売
主
に
伝
え
る
と﹁
換
気
の
問
題
﹂と
言

わ
れ
た
が
納
得
で
き
な
い
、と
い
う
相
談
で
、現
地
相

　
　
編
集
後
記

梅
田
武
宏

　
﹁
建
築
人
﹂
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、
新
た

な
特
集
記
事
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
編
集
人
に
加
わ
る
前
に
﹁
建
築
人
︵
け
ん

ち
く
び
と
︶﹂
の
特
集
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
個
人
や
集
団
が

築
い
て
き
た
建
築
の
知
や
技
術
、
ま
た
は
芸
に
い

た
る
ま
で
、
し
っ
か
り
と
継
承
す
る
こ
と
、
共
有

し
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。
広
く
も

の
づ
く
り
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
本
当
に
価
値

の
あ
る
も
の
や
記
録
と
し
て
残
す
べ
き
も
の
を
大

切
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
社
会
の
変
化
に
伴
う
建
築
の
新
し
い

試
み
や
小
さ
く
て
も
真
摯
な
姿
勢
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
活
動
な
ど
、
建
築
士
の
価
値
を
よ
り
多
様

で
開
か
れ
た
も
の
に
し
て
い
く
も
の
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
な

出
会
い
や
発
見
を
私
た
ち
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら

ホ
ッ
ト
な
情
報
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
め
、
メ
デ
ィ
ア
に
流
す
情

報
や
表
現
内
容
を
め
ぐ
る
問
題
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
建
築
士
会
の
機
関
紙
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち

な
が
ら
、﹁
建
築
人
﹂
で
し
か
で
き
な
い
魅
力
的
な

紙
面
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

談
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
相
談
の
結
果
、軒
裏
の
カ
ビ
は
結
露
や
換
気

不
足
と
は
考
え
ら
れ
ず
、お
そ
ら
く
屋
根
か
ら
の
雨

漏
れ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。そ
の
後
、雨
漏
れ
調
査
を
し
て
、屋
根
か
ら
の
雨

漏
れ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

避
難
階
段
に
つ
い
て

　

現
在
の
倉
庫
内
に
作
業
場
を
作
る
と
居
室
に
な
っ

て
、避
難
階
段
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。倉
庫

は
二
階
建
て
延
床
約
千
㎡
。現
地
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
い
、と
の
相
談
で
し
た
。

　

倉
庫
内
の
階
段
は
一
階
と
二
階
を
つ
な
ぐ
ら
せ
ん

階
段
が
一
つ
あ
る
だ
け
。階
段
周
り
に
は
電
気
設
備

が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
ら

せ
ん
階
段
が
使
用
で
き
な
く
な
り
そ
う
で
、危
険
だ

と
思
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。現
地
確
認
の
結
果
、床
面

積
か
ら
二
以
上
の
直
通
階
段
は
不
要
で
、ら
せ
ん
階

段
も
階
段
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
法
的
な
条
件
は
満
た
し
て
い
る
が
、災
害
時
の
避

難
を
考
え
る
と
も
う
一
つ
階
段
の
増
設
、非
常
用
照

明
と
換
気
設
備
の
設
置
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

無
線
基
地
局
撤
去
に
つ
い
て
防
水
に
問
題
が
な
い
か

　

賃
貸
住
宅
の
屋
上
に
携
帯
電
話
の
無
線
基
地
局

が
お
か
れ
て
い
る
が
、こ
の
た
び
撤
去
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。防
水
が
心
配
な
の
で
問
題
が
な
い
か
確
認
し
て
ほ

し
い
、と
の
相
談
で
す
。

　

現
地
確
認
の
結
果
、基
地
局
撤
去
に
つ
い
て
さ
し

て
問
題
は
な
さ
そ
う
で
、Ａ
Ｌ
Ｃ
へ
の
ア
ン
カ
ー
跡
を

撤
去
し
た
場
合
は
止
水
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
、と
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
相
談

　

そ
の
他
と
し
て
、行
政
か
ら
違
法
状
態
で
あ
る
か

ら
是
正
を
求
め
ら
れ
た
、外
壁
塗
装
業
者
か
ら
柱
の

さ
び
が
激
し
い
か
ら
建
物
と
し
て
安
全
性
を
確
認
し

て
ほ
し
い
、な
ど
で
現
地
相
談
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

建
築
物
耐
震
評
価
業
務
の
ご
案
内

本
会
事
務
局

　

本
会
で
は
、「
建
築
物
耐
震
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
、
申
込
者
の
行
っ
た
耐
震
診
断
や

改
修
計
画
の
妥
当
性
を
判
定
す
る
評
価
業
務

を
行
っ
て
お
り
、︵
一
財
︶
日
本
建
築
防
災

協
会
の
「
全
国
耐
震
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

に
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
物
耐
震
評
価
は
、
ぜ
ひ
本
会
に
お
申

込
下
さ
い
。

【
対
象
建
築
物
】

建
築
物
の
所
在
地
（
全
国
）、
公
共
・
民
間

の
別
、
規
模
、
構
造
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
本
会
会
員  

評
価
手
数
料
一
〇
％
割
引

安
価
な
評
価
手
数
料
の
設
定
を
し
て
お
り
、

本
会
会
員
は
、
一
〇
％
割
引
し
ま
す
。

※
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
審
査

可
能
な
限
り
短
期
間
で
評
価
書
を
発
行
で

き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

【
実
績
事
例
】

・
某
ホ
テ
ル 

一
〇
階
建  

不
整
形  

Ｓ
Ｒ
Ｃ
三
万
八
千
㎡

　

耐
震
診
断（
三
次
診
断
）・
改
修
計
画
評
価

⇩

・
申
込
か
ら
委
員
会
評
価
修
了
ま
で
約
六
〇
日
間

【
学
識
委
員
】︵
敬
称
略
︶

大
野
義
照
︵
大
阪
大
学
名
誉
教
授
︶

坂　

壽
二
︵
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
︶

阿
波
野
昌
幸
︵
近
畿
大
学
教
授
︶

土
井　

正
︵
元
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
准
教
授
︶

詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
合
・
申
込
】

公
益
社
団
法
人　

大
阪
府
建
築
士
会
事
務
局
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CROSS ROOFの家　井上久実設計室
　敷地は枚方市光善寺駅から北東の高台にあり、敷地内には老朽化し
た母屋と離れ、これまで大切に育ててこられた沢山の樹木、そして高台の
街の風景がありました。今回、御両親が離れに移るためのリフォームと、
母屋の跡地に実家に戻ってくる子世帯の新居を作る計画でした。
　高台からの眺望や敷地内や街の豊かな緑を、この家族だけでなく街
の人 と々共有すること、２世帯の距離感を再構築することをテーマとしま
した。
　建物をリビングやダイニングが収まる南北に大きなボリュームを中心と
し、その東西に寝室やユーティリティーなどの小さな4つのボリュームが付
加される平面構成としました。建物の分節化により外部空間が凸凹し、
遠近双方の距離感で街と繋がり、また、各ボリュームの屋根の勾配の向
きを互い違いとし、住宅地にふさわしいスケール感と、交差した屋根や外
壁上部のガラスを通過して街への視線が抜け、眺望を確保しました。
　リビングダイニングからは、南側の大開口と西側のポーチ越しに、豊か
な緑と眺望を楽しむ事が出来ます。離れに面した北側の個室はご両親が
気軽に訪れ易い様に、子供室や和室を配置し、開口部の位置や大きさ
を操作し、プライバシーを守りつつ、離れを含めた敷地全体での家族の
住まい方に配慮しました。
　新旧の住まいの対比と調和の中で、街と人と家族の新たな関係が育
まれる事を期待しています。

撮影：冨田英次　第 11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
1967年 奈良県奈良市生まれ／1990年大阪市立
大学生活科学部住居学科卒業／1990-1998年株
式会社大林組建築設計部勤務／1998-1999年ロ
ンドン在住／2000年1月井上久実設計室開設／
2003年～摂南大学工学部建築学科非常勤講師
大阪府建築士会「第1回、第11回建築人賞」受賞／大阪ガス第1回
住まいの環境デザインアワード特別賞受賞／第16回奈良県景観環境
デザイン賞（奈良県建築士会会長賞）／住まいの環境デザインアワード
2014（大阪ガス賞受賞）／奈良県景観環境デザイン賞2016（ランドス
ケープ部門受賞）／第21回木材活用コンクール（木材活用賞受賞）

■建物データ
設　　計：井上久実設計室
施　　工：西友建設
建築位置：大阪府枚方市
用　　途：一戸建て住宅
規模・構造：木造平屋
竣　　工：2018年4月
敷地面積：355.45㎡
　　　　　　 （母屋と敷地を分離）
建築面積：117.59㎡
延床面積：116.76㎡


